









































































































































「利用」、「征服」の 3 択ですね。日本人のデータを見ますと、昭和 33 年くらいだと「自然を利用」
というのは割とコンスタントにずっと続いていますね。でこぼこはあるけれども、まあまあずっとあ
まり変化がない。問題なのは、「自然に従う」と「自然を征服」ですね。昭和 33 年のときは、「自然
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そうしたら、シンガポール、台湾、香港は、まあそういうものを信じるのが多い。この中では、日本
と韓国は真ん中にいますけども、中国本土が下にいます。どちらかというと合理的なんですね。 
今のお化け調査の質問項目で、合理派じゃなくて感情派のところを見ると、やはり台湾、日本が上
なんだけども、これを見てください。アメリカが合理派なのは、分かりますが、中国がもっと多いわ
けですね。アメリカと中国は、あれほど政治体制が真逆みたいに見えるけれども、実はパーソナリティ
でいうと、すごく似ているなって思うんです。だから、たとえば政治でも、どちらの国もグランドビ
ジョンで 30年後とか 50年計画を立てますよね。けれども、やっているうちに、いろいろな問題が出
てくれば、朝令暮改で変えることができるわけですね、アメリカも中国もね。だけど日本はそれがで
きない。一回作ったら、それを変えようとすると役人の首が飛ぶから。誰かが責任を取らなきゃいけ
ないので。 
こういう、合理派か合理派でないかという話を、先輩たちは、医療問題で、がん患者のパーソナリ
ティを調べてがん告知の是非を判別するとか、あるいは原子力発電への反対賛成の住民運動の意識調
査で、そのデータを解明するときなどに応用し始めていました。 
これは科学と自然観という関係での質問ですけれども、後でちょっと見てください。結論をひとつ
言うと、日米欧の 7カ国の比較の場合は、日本とドイツというのは、科学に対してちょっと批判的な
ところがあるんだけれど、日本の場合は、人のこころの解明とか、社会経済の問題の解決には、科学
が役に立つとはあまり思っていなくて、悲観的なんです。だけどドイツの方は、精神分析とか、マル
クスの経済理論が発達したのを見たら分かるように、そっちにはまだポジティブで、科学は役に立つ
と言っているんです。で、近代医療の可能性には欧米の方がむしろ否定的で、代替医療っていう、た
とえば漢方医療とか按摩マッサージとか鍼とか、そういうものに対して興味を持つ人が、むしろアジ
アより多くて、逆に、中国の方は、自分たちの医療を信じないのか、東洋医学にあまりポジティブじゃ
なくて、近代的な医療の方に対してポジティブであるというようなことがあります。 
最初の冒頭の問題。なぜ、あんな大震災があったのに冷静でいられるかの話ですけれど、いろいろ
考えているんですが、こじつけようと思ったら、国民性の差や、色んな価値観の差について絡めて言
えるかもしれません。けれども、よく考えてみると、経験から学んだっていうのが一番じゃないかと
思っているんですね。昔、震災、大震災があって、いろいろな不幸なことがあって、いろいろな暴動
が起きたわけですよ。略奪とか。そんなことが二度と起きてはいけないということを、繰り返し、み
んな学習したはずなんです。だから冷静でいられたんじゃないか、というのがひとつの答えです。た
だ、あのままの状態が何日も何日も続くようなことがあれば、耐え切れなくて、また混乱が広まった
かもしれないということです。 
すみません、いろいろ飛ばしましたけども、詳しい話はレポートでご確認ください。 
